要点 だけ を ごく 手 短 かに 叙べ ねばならぬ。 

まず 技術から 始めよう。 技術に ついて 最も 間違い を 

少なく する に は 初めに 之 を 物質的 生産技術に 限定して 

考える ことが 必要で ある。 当分 この 限定 を 胸に 置いた 

上で、 技術の 既成の 概念に 当って 見る と、 最も 広く 行 

なわれ ている の は 何と 云っても、 「技術の 哲学」 という 

二十世紀 特有な 哲学に よる 規定であろう。 その 重な も 

のに 共通す る 因子 は、 技術の 世界 をば 自然界と 精神 界 

(観念 界. 道徳. 人生 • 其の 他の 世界 を 含めて) との 何 

等 かの 中間 領域、 第三 王国、 とする ことで ある。 

ここです ぐ 様 問題になる の は 一 体技 術 は 一 つの 世界 



や 一 つの 領域と いう ものであろう かとい うこと だ。 技 

術の この 存在 性の カテゴリ— について は、 多くの 技術 

哲学 は 殆んど 無批判な ので ある。 今 仮に 火と いう もの 

を 考えて 見る の もい い。 それが (古代 ギリシアの 自然 

論者 風に 云って) 水で もな く 土で もない、 つまり 海で 

もな く 陸で もない から、 之 を 第三の 領域 だとしたなら 

ば、 少し 話 は 妙に ならないだろう か。 少なくともそう 

いう 領域 は 地球上に はない 抽象 界 であろう。 又 火の 代 

りに 熱で も 持って来れば 尚更で ある。 処が 技術が 万一 

この 火 や 熱の ような 本性の ものである としたら 困った 

ことになるだろう。 



技術の 概念が 、 云わば 動詞の 名詞 化の ように 実 念 論 

に 陥る の を 嫌って、 もっと 具象的な 定形 物と 見たい 処 

から、 之 を 物に 即して 規定しょう としたの が、 多少 機 

械論 的な 唯物論 (ブハ —リンの 如き) による 技術の 定 

義、 「労働 手段の 社会的 体系」 である。 多くの 「唯物論 

者」 が この 定義 又は この 定義の 省略され た 形 (と 云う 

の は 「社会的」 という 規定 をい つの 間に か 抜かして 了つ 

た —— かかる 省略 は 定義と して は 不幸の 始まりで あ 

る) を 用いた が、 併し 「労働 手段の 体系」 は それと し 

て 立派に 学術用語 としての 独立性 を 持った もので、 技 

術と いう 観念の 代り をつ とめるべき 代用品でなかった。 



之 は、 技術 そのものの 省察に よるよりも 寧ろ、 言葉 や 

観念の 一 般 的な 性質に 関する 良識から して、 初めから 

明らかで あつたと 思う。 (運転して いる) 機械と 設備 

と 交通 施設 等々 …… の 有機的 組み合わせが、 即ち 技術 

であると いうの は、 原則的に 云えば、 鍬と 鎌と 鋤と… 

…を 並べれば 即ち 農業 技術 だとい う ナンセンスで ある。 

体系と いい 社会的 体系と 云う が、 そういう それ 自身 不 

定な もの は 「定義」 の 役に は 立たない、 のみならず、 

言葉 自身に よって 決定され る (即ち 形式 上) の 定義 は、 

抽象化 された 数字に 於て しか 許されな いもの だ。 



物で は 都合が 悪い というので、 例えば 三 枝 博 音 氏な 

ど は (『日本 技術 史』) 「過程と しての 手段」 と 規定した。 

之 は 物の 代りに 作用の ような 過程 を 導き 入れた 点に ェ 

夫 を 見せて いるが、 併し 単に 手段と いう ものにまで 技 

術 を 一般化し たので 結局 例の 「技術の 哲学」 式の 第三 

領域、 目的論 的 世界へ 逆 もどりす る。 即ち 「限界 領域」 

と 氏 自ら 称する ので ある。 技術 を 物 説と 過程 説との 折 

衷 によって 捉えよう としたの は 相 川 春 喜 氏 (『現代 技 

術 論』 —— 今日 吾々 の 見る ものの 内で 参考に 値い する) 

であるが、 氏 は 之に 「現に 働いて いる」 という 条件 を 

つけた 点で、 特に 技術 を 実践的な 概念に したよう に 見 



える。 だが 技術 を 或る 特定な 意味で、 実践的に 考えた 

いのは、 多くの 哲学的な (解釈 論 哲学 風の) 技術 観念 

の 急所の 一 つで、 之 また 相当に 苦労した 上で 例の 第三 

領域 論に 帰る ものである。 

だから 氏に よ つて テヒ ノロ ギ ー も 自然科学 や 工学、 

又 経済学から 独立な 領域と されるべく、 大いに 努力が 

払われて いる。 現に 働いて いないと 技術ではなくて 只 

の 機械の 如きになる、 という 風に 説かれて いるよう だ 

が、 すると 日本の 技術の 大部分 は、 深夜 は 死んで 朝 六 

時 頃 生き返え る 不思議な 生き ものに なりそう である。 

技術 を 物と 見る の も、 領域と 見る の も、 共に 不都合 



一体 生産力 は 何で 計られて いるの か。 熱 は 温度で 計ら 

れる。 その 指 表 を 与える もの は 水銀 や アル コ —ル であ 

る。 錘 数 や 高炉 数 や 出炭 高、 発電 量、 等々 及び 生産物 

の 品質の 量的 決定、 は 或る 指 表で あり、 之に よって 生 

産 力が 夫々 の 側面から 表示され るの だが、 この 物的 生 

産 力の 量的 表示の 総合に よって 決定され る 量 (但し 之 

は 質 を 伴わなければ 実現し 得ない) の 如き ものが、 社 

会の 技術水準、 即ち 技術、 と 常識的に 云われて いる も 

ので はない か、 と 考える。 

だから テク ノ クラットが 生産力 を エネ ルギ— と いう 

量的な ものに 解消しょう としたの は、 間違って はいて 



も、 意味 はあった かも 知れない。 とに 角 技術 を 物体と 

か 世界 や 領域と かとして、 云わば 一 種の 唯名論 や 実 念 

論 で 片づ ける こと は カテゴリ— として まず 批判 を 要す 

る。 技術 を 物的 生産力 水準と いう 風に 考えれば、 労働 

手段の 体系 も、 労働力 も、 その 資格 づけ 

(Qualifikation) について、 技術と 呼ばれる ことが 尤 

もな ものと して 説明 出来そう である。 

さて 以上の こと は、 要するに 技術の 概念が 生産の 力 

の 尺度 を 指す の だとい うこと で、 一 面 あたり 前す ぎる 

ことに もなる が、 併し 次に 科学 (特に 自然科学 やがて 



社会科学) の 概念 を 再検討して 見る ことによって、 之 

が 新しい 意味 を 得て 来る ように 思う。 

普通、 科学 は 真理の 認識で あると されて いる。 真理 

とか 認識と かいう もの 自体 は w J く 実践的 に 又 技術的 に 

さ え 規定 さ れる としても、 要するに 科学 は 真理 の 認識 

に 帰 するとされ ている。 だから 吾々 は 科学的 認識 を 用 

いて 改めて 生産に も 資する という ことになる。 実験 も 

専ら 理論 を 検証す るた めにある とされて いる。 併し 科 

学 は 元来、 物 を 造る もの、 物的 生産 を 目標と する もの、 

と 考えて 悪い という 理由 はない よう だ。 

電子 核の 人工 崩壊、 元素の 人工 転換. の 実験が 莫大 



種の 結果、 一種の 反省 面と なる。 即ち 技術に 較べて 科 

学が、 より 文化的な 形象で あると 考えられる 常識 も満 

足させられる。 もし 自然科学 (又 社会科学) が、 他方 

に 於て、 芸術 其の 他に 較べて、 文化と いう 特色が 薄い 

というよ うな 常識が あるなら、 それ は 又、 科学が 技術 

と 同じく 物の 生産で あるからで、 芸術な ど は 之に 反し 

て 物の 生産ではなくて 意味の 生産 (だから 古来 模倣 さ 

れ仮 象と される) であり、 即ち 表現に 他なら ぬからで 

ある。 芸術な どが 文化と いう ものの 原型で あろうと 思 

う。 

技術 を 物の 生産の 力の 水準の ように 考える ことと、 



科学の 目標 を 物 (社会的な 物で もよ い) の 生産と 考え 

る ことと を、 照し 合わせて 見る と、 両方の 意味が 多少 

活 きて 来る。 
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